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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自　平成24年
　　３月１日
至　平成24年
　　８月31日

自　平成25年
　　３月１日
至　平成25年
　　８月31日

自　平成24年
　　３月１日
至　平成25年
　　２月28日

売上高 (千円) 4,402,133 4,429,513 8,825,953

経常利益 (千円) 281,046 318,133 891,668

四半期(当期)純利益 (千円) 124,873 252,168 576,300

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 109,709 312,588 621,240

純資産額 (千円) 5,636,126 6,315,092 6,146,724

総資産額 (千円) 11,497,994 12,169,399 12,015,491

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 17.32 34.97 79.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.75 51.65 50.91

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 845,973 225,354 1,637,652

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △308,818 △101,235 △564,468

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △341,778 △254,775 △485,140

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 786,302 1,048,313 1,178,970

　

回次
第52期

第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成24年
　　６月１日
至　平成24年
　　８月31日

自　平成25年
　　６月１日
至　平成25年
　　８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.86 12.41

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については希薄化効果を有している潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成25年３月１日～平成25年８月31日）におけるわが国経済は、金融政策による円

高是正や経済対策の効果等を背景に景気回復が期待され、デフレ状況からの明確な脱却には至っていないものの、

企業収益や個人消費は改善傾向がみられております。一方で、欧州諸国における財政、通貨不安や中国や新興国に

おける経済成長率の鈍化に対する懸念等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当該期間における当社グループを取り巻く業界動向は、電力プラント関連部品の表面処理加工で一部回復が見ら

れたものの、受注環境は厳しい状況であります。

このような状況の中、当社グループは、得意先への取引深耕に努める一方、経費の見直しやさらなる生産効率の

向上、及び競争力の強化を目指して経営の効率化に全力で取り組み、あらゆる角度から利益創出に向けた対策を実

行いたしました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は4,429百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益

は317百万円（同15.8％減）、経常利益は318百万円（同13.2％増）、四半期純利益は252百万円（同101.9％増）と

なりました。

　
セグメントの概況は、次のとおりであります。

なお、各セグメントの営業損益は、各セグメントに配賦することが困難な本社管理部門に係る営業費用等を控除

する前のものであります。

①放電加工

放電加工の主力製品であります産業用ガスタービン部品加工は、依然として受注状況が低調に推移したことか

ら、前年同期に比べ売上高が減少いたしました。営業利益では、売上高の減少により減益となりました。

その結果、売上高は1,299百万円（同8.1％減）、営業利益は240百万円（同10.1％減）となりました。

②金型

金型の主力製品でありますセラミックスハニカム押出用金型は、ディーゼル関連製品の需要が減少したことか

ら売上高が減少しました。もう一つの主力製品でありますアルミ押出用金型は樹脂サッシ用金型等が増加したこ

とにより、金型全体では前年同期に比べ、売上高が微増いたしました。営業利益では、セラミックスハニカム押

出用金型の売上高の減少等により減益となりました。

　その結果、売上高は1,804百万円（同0.3％増）、営業利益は416百万円（同19.2％減）となりました。

③表面処理

産業用ガスタービン部品、及び遠心圧縮機関連部品の表面処理が増加したこと、また電力貯蔵用電池部品の生

産が再開したことから売上高が増加いたしました。営業利益では、売上高の増加により前年同期と比べ損失が減

少いたしました。

その結果、売上高は816百万円（同26.4％増）、営業損失は35百万円（前年同期は146百万円の営業損失）とな

りました。

④機械装置等

部品加工において、試作関連の受注が減少したこと、及び機械装置の販売が減少したことから前年同期と比

べ、売上高が減少いたしました。営業利益では、外注加工費等の減少により増益となりました。

　その結果、売上高は508百万円（前年同期比6.4％減）、営業利益は77百万円（同34.4％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ156百万円増加し、4,905百万円となりまし

た。その主な要因は、現金及び預金の減少130百万円、受取手形及び売掛金の増加176百万円、仕掛品の増加101百万

円によるものです。固定資産は前連結会計年度末に比べ２百万円減少し、7,263百万円となりました。その主な要因

は、神戸工場売却による建物及び構築物の減少159百万円、及び土地の減少204百万円、機械装置及び運搬具の減少

97百万円、新工場建設用地取得による土地の増加439百万円、投資有価証券の増加77百万円であります。

　
(負債)

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ207百万円増加し、4,196百万円となりまし

た。その主な要因は、支払手形及び買掛金の増加150百万円、短期借入金の増加119百万円、未払法人税等の減少68

百万円によるものであります。固定負債は前連結会計年度末に比べ222百万円減少し、1,657百万円となりました。

その主な要因は、長期借入金の減少208百万円によるものであります。

　
(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ168百万円増加し、6,315百万円となりまし

た。その主な要因は、利益剰余金の増加107百万円、その他有価証券評価差額金の増加23百万円、為替換算調整勘定

の増加36百万円であります。

　
(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会

計年度末に比べ130百万円減少し1,048百万円（前年同四半期末は786百万円）となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、225百万円（前年同四半期は845百万円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益409百万円（固定資産売却益112百万円含む）、及び減価償却費286百万円を計上するととも

に、仕入債務が150百万円増加した一方、売上債権が176百万円、たな卸資産が128百万円増加し、法人税等の支払い

が224百万円行われたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、101百万円（前年同四半期は308百万円の使用）となりました。これは主に有形

固定資産の取得による支出561百万円、有形固定資産の売却による収入483百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、254百万円（前年同四半期は341百万円の使用）となりました。これは主に長期

借入金の減少額339百万円、短期借入金の増加額（純額）250百万円、配当金の支払額144百万円によるものでありま

す。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更、及び新たに生じた課題はあ

りません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は54百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える主な要因とその対応について

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、主要得意先３社で当社グループの売上高

の　55.8％(平成26年２月期第２四半期連結累計期間)を占めており、これら主要得意先の受注・生産動向や外注政

策が大きく変動した場合、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて売上の98.3％を占める受託加工は、今後も順調に推移

する見通しでありますが、自社製品でありますプレス機械・クロムフリー塗料の拡販等を推し進め、主要得意先３

社の比率を相対的に下げることでリスクの軽減を図り、景気動向に左右されないバランスの取れた事業内容の構築

を目指し、業容の拡大を図ってまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,200,000

計 13,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,407,800 7,407,800
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
100株であります。

計 7,407,800 7,407,800 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　放電精密加工研究所(E01454)

四半期報告書

 8/25



　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月１日～
平成25年８月31日

－ 7,407,800 － 889,190 － 757,934

　

(6) 【大株主の状況】

平成25年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷3-29-22 733 9.90

有限会社善 神奈川県川崎市川崎区宮前町7-8 489 6.60

放電精密加工研究所社員持株会 神奈川県厚木市飯山3110 453 6.11

二村　勝彦 神奈川県厚木市 351 4.74

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 325 4.39

二村山林有限会社 岐阜県下呂市小川1249 272 3.67

細江　廣太郎 神奈川県厚木市 216 2.92

三菱重工業株式会社 東京都港区港南2-16-5 200 2.69

日本碍子株式会社 愛知県名古屋市瑞穂区須田町2-56 180 2.42

二村　昭二 神奈川県川崎市川崎区 178 2.41

計 ― 3,401 45.91

(注)　当社所有の自己株式196千株（2.65％）は、上記大株主の状況に含まれておりません。
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普通株式 196,700

普通株式 　
　 7,210,300

普通株式 　
　 800

　 　 　 平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―

完全議決権株式(その他) 72,103 ―

単元未満株式 ― ―

発行済株式総数 7,407,800 ― ―

総株主の議決権 ― 72,103 ―

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社
放電精密加工研究所

神奈川県厚木市
飯山3110番地

196,700 ― 196,700 2.65

計 ― 196,700 ― 196,700 2.65

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年６月１日から平成

25年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年８月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,338,970 1,208,313

受取手形及び売掛金 2,774,424
※ 2,950,649

商品及び製品 2,779 3,258

仕掛品 284,022 385,585

原材料及び貯蔵品 147,333 173,619

繰延税金資産 156,314 155,779

その他 50,995 33,552

貸倒引当金 △5,471 △5,184

流動資産合計 4,749,371 4,905,574

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,058,311 1,863,445

機械装置及び運搬具（純額） 1,224,467 1,127,131

土地 2,507,706 2,743,446

リース資産（純額） 174,039 169,143

建設仮勘定 30,300 4,282

その他（純額） 83,145 100,847

有形固定資産合計 6,077,970 6,008,297

無形固定資産

ソフトウエア 66,436 65,524

その他 8,836 9,619

無形固定資産合計 75,272 75,143

投資その他の資産

投資有価証券 484,589 562,306

繰延税金資産 490,313 485,208

その他 157,560 153,367

貸倒引当金 △19,586 △20,498

投資その他の資産合計 1,112,877 1,180,384

固定資産合計 7,266,120 7,263,825

資産合計 12,015,491 12,169,399
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 743,523
※ 893,978

短期借入金 2,155,500 2,275,000

リース債務 40,375 43,110

未払法人税等 245,726 177,661

賞与引当金 214,317 230,549

工場移転費用引当金 11,711 19,434

その他 577,575 556,880

流動負債合計 3,988,729 4,196,613

固定負債

長期借入金 743,750 535,000

長期未払金 108,612 108,612

リース債務 133,663 126,033

退職給付引当金 864,510 858,229

資産除去債務 29,501 29,818

固定負債合計 1,880,038 1,657,694

負債合計 5,868,767 5,854,307

純資産の部

株主資本

資本金 889,190 889,190

資本剰余金 766,634 766,634

利益剰余金 4,611,777 4,719,725

自己株式 △131,970 △131,970

株主資本合計 6,135,630 6,243,578

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,658 49,378

為替換算調整勘定 △44,502 △7,802

その他の包括利益累計額合計 △18,844 41,575

新株予約権 29,937 29,937

純資産合計 6,146,724 6,315,092

負債純資産合計 12,015,491 12,169,399
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

売上高 4,402,133 4,429,513

売上原価 3,216,198 3,233,923

売上総利益 1,185,934 1,195,590

販売費及び一般管理費

運搬費 26,043 30,366

給料 297,548 320,552

賞与引当金繰入額 63,909 56,595

退職給付費用 22,671 22,035

旅費及び交通費 42,734 39,498

減価償却費 26,530 25,485

研究開発費 31,162 54,669

その他 298,005 328,636

販売費及び一般管理費合計 808,604 877,839

営業利益 377,329 317,750

営業外収益

受取利息 224 159

受取配当金 1,924 2,450

持分法による投資利益 － 7,602

受取割引料 1,900 1,505

受取賃貸料 7,266 7,209

受取保険金 2,600 779

その他 5,756 8,625

営業外収益合計 19,673 28,332

営業外費用

支払利息 22,982 16,301

賃貸費用 2,841 3,726

シンジケートローン手数料 2,000 1,000

為替差損 895 1,613

債権売却損 4,335 3,633

持分法による投資損失 77,041 －

その他 5,858 1,673

営業外費用合計 115,956 27,949

経常利益 281,046 318,133

特別利益

固定資産売却益 779 112,197

工場移転費用引当金戻入益 － 696

特別利益合計 779 112,893
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

特別損失

固定資産除却損 1,388 1,955

工場移転費用 － 19,434

特別損失合計 1,388 21,389

税金等調整前四半期純利益 280,437 409,637

法人税、住民税及び事業税 155,537 156,933

法人税等調整額 26 535

法人税等合計 155,563 157,468

少数株主損益調整前四半期純利益 124,873 252,168

四半期純利益 124,873 252,168
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 124,873 252,168

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,491 23,719

持分法適用会社に対する持分相当額 3,327 36,700

その他の包括利益合計 △15,163 60,420

四半期包括利益 109,709 312,588

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 109,709 312,588

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 280,437 409,637

減価償却費 316,549 286,683

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,466 625

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,818 △6,280

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,803 16,232

工場移転費用 － 19,434

受取利息及び受取配当金 △2,149 △2,609

支払利息 22,982 16,301

持分法による投資損益（△は益） 77,041 △7,602

固定資産売却損益（△は益） △779 △112,197

固定資産除却損 1,388 1,955

売上債権の増減額（△は増加） 248,020 △176,225

たな卸資産の増減額（△は増加） 45,926 △128,340

仕入債務の増減額（△は減少） △136,762 150,454

長期未払金の増減額（△は減少） △26,294 －

その他 34,378 △1,971

小計 870,895 466,097

利息及び配当金の受取額 2,129 2,571

利息の支払額 △23,168 △18,316

法人税等の支払額 △3,883 △224,997

営業活動によるキャッシュ・フロー 845,973 225,354

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60,000 △160,000

定期預金の払戻による収入 60,000 160,000

有形固定資産の取得による支出 △228,666 △561,465

有形固定資産の売却による収入 1,039 483,084

投資有価証券の取得による支出 △3,789 △4,316

無形固定資産の取得による支出 △10,336 △11,024

貸付金の回収による収入 3,746 3,122

工場移転による支出 △84,418 △11,015

その他投資の取得による支出 △3,225 △341

その他投資の返還等による収入 16,830 720

投資活動によるキャッシュ・フロー △308,818 △101,235
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,530,000 4,780,000

短期借入金の返済による支出 △3,430,000 △4,530,000

長期借入金の返済による支出 △373,250 △339,250

配当金の支払額 △50,478 △144,220

リース債務の返済による支出 △18,050 △21,305

財務活動によるキャッシュ・フロー △341,778 △254,775

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 195,376 △130,656

現金及び現金同等物の期首残高 590,926 1,178,970

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 786,302 ※ 1,048,313
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

　

【会計方針の変更等】
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 偶発債務

  下記の会社の金融機関からの借入金及びリース債務に対して次のとおり保証を行っております。

　

　 　
前連結会計年度
(平成25年２月28日)

　　当第２四半期連結会計期
間

　　(平成25年８月31日)

　 　 千円 千円

KYODO 　DIE-WORKS (THAILAND)
CO.,LTD.　　　　　　　　　　　

（金融機関借入
に対する保証）

55,000 －

天津和興機電技術有限公司　　
（リース債務に
対する保証）

34,914 39,413

　合計 　 89,914 39,413

　

※四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

受取手形 ―　千円 36,680千円

支払手形 ―　千円 7,642千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係は次のとおりであります。

　
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年８月31日)

現金及び預金 　946,302千円 1,208,313千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

　△160,000 △160,000

現金及び現金同等物 786,302 1,048,313
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(株主資本等関係)

Ｉ．前第２四半期連結累計期間(自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月30日
定時株主総会

普通株式 50,478 7.0 平成24年２月29日 平成24年５月31日 利益剰余金

　

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日
定時株主総会

普通株式 144,220 20.0 平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年８月31日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　  (単位：千円)

　
報告セグメント

放電加工 金型 表面処理 機械装置等 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,414,267 1,798,828 646,230 542,807 4,402,133

セグメント間の内部売上高又は振替高 26,043 79,006 699 1,534 107,282

計 1,440,310 1,877,834 646,929 544,341 4,509,416

セグメント利益又は損失（△） 267,974 516,063 △146,724 57,354 694,667

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 694,667

全社費用(注) 317,337

四半期連結損益計算書の営業利益 377,329

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　  (単位：千円)

　
報告セグメント

放電加工 金型 表面処理 機械装置等 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,299,677 1,804,903 816,734 508,197 4,429,513

セグメント間の内部売上高又は振替高 15,945 31,942 6,347 4,180 58,415

計 1,315,622 1,836,846 823,082 512,377 4,487,929

セグメント利益又は損失（△） 240,883 416,950 △35,297 77,064 699,601
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 699,601

全社費用(注) 381,851

四半期連結損益計算書の営業利益 317,750

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
至　平成25年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 17.32円 34.97円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益(千円) 124,873 252,168

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 124,873 252,168

普通株式に係る期中平均株式数(株) 7,211,200 7,211,041

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人保森会計事務所

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　三　　枝　　　　　哲　　印

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　若   林   正   和　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年10月９日

株式会社放電精密加工研究所

取締役会　御中

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社放電精密加工研究所の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年３月１日か

ら平成25年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社放電精密加工研究所及び連結子会

社の平成25年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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